
目
　
　
次

序凡
例

時
代
の
概
観
　	

 

1	

第
一
章
　
廃
藩
置
県
と
地
域
の
変
化
　	

 

11

第
一
節
　
愛
知
県
の
成
立
　	

 

12	

廃
藩
置
県
／
額
田
県
の
設
置
／
額
田
県
の
大
区
小
区
制
／
名
古
屋
県
か
ら
愛
知
県
へ
／
額
田
県
の
廃
止
／

愛
知
県
の
行
政
機
構
／
県
の
財
源

第
二
節
　
徴
兵
制
と
戸
籍
制
度
　	

 

28	

名
古
屋
鎮
台
の
設
置
と
練
兵
場
／
徴
兵
制
の
施
行
と
そ
の
問
題
点
／
西
南
戦
争
と
鎮
台
兵
／
第
六
連
隊
諸
隊
の
戦
闘
／

戦
死
者
の
顕
彰
と
慰
霊
／
戸
籍
制
度
／
司
法
の
創
始
／
警
察
の
創
始

第
三
節
　
旧
大
名
・
士
族
と
地
域
社
会
　	

 

50

諸
藩
に
お
け
る
禄
制
改
革
／
秩
禄
処
分
／
復
禄
・
復
籍
請
願
運
動
／
身
分
的
な
都
市
支
配
の
解
体
／
武
家
地
の
処
分
／

寺
社
地
の
処
分
／
大
名
華
族
と
地
域
社
会
／
三
河
に
お
け
る
士
族
団
体
／
士
族
授
産
の
展
開
／

城
郭
の
存
廃
と
旧
城
郭
地
／
大
名
華
族
の
旧
領
移
住
／
コ
ラ
ム
　

尾
張
紡
績
と
電
灯
計
画

第
二
章
　
県
政
の
展
開
と
産
業
の
近
代
化
　	

 

81

第
一
節
　
明
治
前
期
の
県
政
　	

 

82

井
関
権
令
か
ら
鷲
尾
県
令
へ
／
安
場
県
政
／
郡
区
役
所
と
郡
区
長
／
地
方
税
の
成
立
／
愛
知
県
会
の
始
ま
り
／



戸
長
役
場
と
町
村
会
／
名
古
屋
区
行
政
の
確
立
と
吉
田
禄
在
／
都
市
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
と
開
発
構
想
／

教
員
給
与
の
統
合
と
家
屋
税
の
導
入

第
二
節
　
地
租
改
正
の
実
施
　	

 

102

壬
申
地
券
の
発
行
／
地
租
改
正
事
業
へ
の
着
手
／
三
河
・
尾
張
に
お
け
る
改
正
事
業
／
改
租
事
業
の
結
果
／

春
日
井
郡
の
地
価
改
定
運
動
／
地
租
軽
減
・
地
価
修
正
の
運
動

第
三
節
　
明
治
前
期
の
経
済
と
殖
産
・
勧
業
政
策
　	

 

118

封
建
的
規
制
の
廃
止
と
初
期
の
経
済
／
松
方
財
政
期
の
県
経
済
／
名
古
屋
通
商
会
社
と
刈
谷
商
社
／

用
水
開
発
の
始
ま
り
／
安
場
県
政
の
勧
業
政
策
／
地
租
改
正
へ
の
不
満
と
殖
産
勧
業
／

明
治
用
水
工
事
費
と
「
開
墾
資
金
」
／
国
貞
・
勝
間
田
県
政
の
勧
業
政
策
／

コ
ラ
ム
　

愛
知
県
に
お
け
る
「
老
農
時
代
」
と
近
藤
林

第
四
節
　
明
治
前
期
の
流
通
と
金
融
　	

 

142

明
治
前
期
の
流
通
／
物
流
の
変
化
と
運
送
会
社
の
成
立
／
県
為
替
方
と
三
井
組
・
小
野
組
／

小
野
組
の
破
綻
と
伊
藤
家
／
国
立
銀
行
の
設
立
／
国
立
銀
行
の
初
期
の
経
営
／
私
立
銀
行
の
設
立
／

銀
行
類
似
会
社
の
勃
興
／
名
古
屋
株
式
取
引
所
の
創
業
と
解
散
／
郵
便
事
業
の
開
始
／
電
信
事
業
の
開
始
／

道
路
制
度
の
改
変
／
熱
田
港
と
そ
の
改
修

第
五
節
　
自
由
民
権
運
動
　	

 

172

民
権
結
社
の
設
立
／
私
擬
憲
法
の
策
定
／
政
談
演
説
会
の
開
催
と
知
立
事
件
／
自
由
党
地
方
部
設
置
と
三
陽
自
由
党
／

板
垣
退
助
遭
難
事
件
と
愛
知
県
／
立
憲
改
進
党
系
の
動
向
／
共
同
会
と
愛
国
交
親
社
の
動
向
／

内
藤
魯
一
の
動
向
と
加
波
山
事
件
／
名
古
屋
事
件
と
飯
田
事
件
／
三
大
事
件
建
白
運
動
の
展
開

第
三
章
　
文
明
開
化
の
社
会
　	

 

193

第
一
節
　
文
明
開
化
へ
の
道
　	

 

194
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旧
慣
の
排
除
と
文
明
の
導
入
／
文
明
と
民
衆
の
せ
め
ぎ
合
い
／
社
会
秩
序
と
違
式
詿
違
条
例
／
都
市
の
文
明
開
化
／

市
街
地
と
風
俗
の
文
明
化
／
神
武
創
業
と
天
長
節
／
一
八
七
八
年
の
巡
幸

第
二
節
　
学
制
と
近
代
学
校
　	

 

212

廃
藩
置
県
と
教
育
／
学
制
と
「
被
仰
出
書
」
／
義
校
と
小
学
校
／
教
員
の
養
成
と
教
員
／
中
等
・
専
門
の
教
育
／

コ
ラ
ム
　

子
守
学
校

第
三
節
　
学
校
制
度
の
模
索
・
成
立
　	

 

230

教
育
令
の
制
定
・
改
正
／
教
員
の
雇
用
と
教
育
会
／
中
等
・
専
門
の
学
校
／
諸
学
校
令
の
制
定

第
四
節
　
文
明
開
化
期
の
村
社
会
　	

 

246

維
新
期
の
村
／
維
新
期
の
村
絵
図
・
地
引
絵
図
／
村
絵
図
・
地
引
絵
図
の
中
の
近
代
／
村
の
文
明
開
化
／

残
る
旧
来
の
生
活
／
商
品
経
済
と
生
活
の
変
化
／
松
方
財
政
下
の
農
村
／
東
三
河
の
報
徳
社

第
四
章
　
立
憲
体
制
下
の
愛
知
県
　	

 

263

第
一
節
　
明
治
地
方
自
治
制
の
成
立
　	

 

264

近
代
的
地
方
自
治
制
度
の
導
入
／
府
県
制
の
公
布
と
実
施
延
期
論
／
名
古
屋
市
と
郡
部
の
対
立
／
県
庁
機
構
の
整
備
／

郡
制
の
実
施
と
郡
の
統
廃
合
論
／
市
制
・
町
村
制
の
実
施
／
強
制
さ
れ
た
町
村
合
併
／

行
政
町
村
と
旧
村
の
二
重
構
造
／
町
村
制
の
担
い
手
の
不
足
／
名
誉
職
自
治
制
度
の
空
洞
化
／
合
併
反
対
運
動
／

地
域
の
対
立
と
行
政
争
訟
／
地
方
制
度
の
整
備
と
地
方
財
政

第
二
節
　
三
河
分
県
運
動
の
展
開
　	

 

294

三
河
分
県
運
動
の
端
緒
／
三
河
分
県
運
動
の
本
格
化
／
三
河
の
衰
退
と
復
権
と
い
う
言
説
／
三
河
分
県
論
へ
の
批
判
／

元
老
院
へ
の
建
白
と
政
府
の
対
応
／
衆
議
院
で
の
審
議
と
運
動
の
終
息

第
三
節
　
政
党
勢
力
の
勃
興
　	

 

306

県
内
の
政
治
動
向
／
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙
と
諸
政
党
／
自
由
党
の
党
勢
拡
大
と
地
域
振
興
／
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立
憲
改
進
党
の
党
勢
拡
張
／
第
三
回
・
第
四
回
衆
議
院
議
員
選
挙
／
隈
板
内
閣
の
崩
壊
と
地
租
増
徴
問
題
／

立
憲
政
友
会
の
結
成
と
愛
知
県
支
部
／
大
選
挙
区
制
下
の
衆
議
院
議
員
選
挙
／
憲
政
本
党
の
消
長

第
四
節
　
近
代
都
市
の
形
成
　	

 

326

名
古
屋
に
お
け
る
都
市
構
造
の
変
容
／
名
古
屋
市
制
施
行
と
市
長
・
市
会
／
市
域
の
設
定
と
都
市
構
想
の
展
開
／

名
古
屋
市
の
税
制
と
財
源
／
行
政
拠
点
の
配
置
と
都
市
人
口
／
郡
役
所
所
在
地
と
小
都
市
／

産
業
化
と
新
た
な
都
市
の
発
展
／
鉄
道
駅
の
立
地
と
市
街
地
形
成
／
芸
娼
妓
の
増
加
と
都
市
の
遊
興
空
間
／

都
市
問
題
の
萌
芽
／
上
下
水
道
整
備
以
前
の
水
利
用
／
コ
ラ
ム
　

明
治
期
の
大
須
観
音
と
境
内
露
店

第
五
節
　
総
合
的
学
校
体
系
の
確
立
　	

 

348

初
等
教
育
の
整
備
・
義
務
教
育
／
御
真
影
・
教
育
勅
語
と
学
校
教
育
／
師
範
学
校
の
拡
充
／

中
学
校
・
高
等
女
学
校
の
拡
充
／
実
業
教
育
の
多
様
化

第
五
章
　
資
本
主
義
社
会
の
形
成
　	

 

367

第
一
節
　
企
業
勃
興
　	

 

368

企
業
勃
興
の
概
観
／
明
治
期
の
主
要
工
産
物
／
企
業
勃
興
の
推
移
／
市
部
と
郡
部
の
企
業
勃
興
の
違
い
／

名
古
屋
市
部
の
企
業
家
グ
ル
ー
プ
／
尾
張
地
域
郡
部
の
企
業
家
グ
ル
ー
プ
／
三
河
地
域
の
企
業
家
グ
ル
ー
プ
／

県
の
企
業
勃
興
の
意
義
と
限
界

第
二
節
　
衣
料
品
生
産
の
進
展
　	

 

390

工
場
制
工
業
の
定
着
／
機
械
制
綿
紡
績
業
の
登
場
／
名
古
屋
市
域
の
綿
紡
績
会
社
／
尾
張
地
域
の
綿
紡
績
会
社
／

ガ
ラ
紡
の
普
及
／
尾
西
・
尾
北
織
物
業
の
展
開
／
知
多
織
物
業
の
展
開
／
三
河
木
綿
の
転
換
／
製
糸
業
の
展
開

第
三
節
　
食
品
生
産
と
住
宅
用
品
生
産
　	

 

410

醸
造
業
の
概
観
／
酒
造
業
の
展
開
／
醤
油
醸
造
業
の
展
開
／
酢
醸
造
業
の
展
開
／
醸
造
業
の
多
様
化
／

名
古
屋
・
瀬
戸
の
食
器
陶
磁
器
生
産
／
常
滑
の
建
築
用
陶
器
生
産
／
名
古
屋
の
木
材
市
場
／
名
古
屋
の
マ
ッ
チ
生
産
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第
四
節
　
近
代
機
械
器
具
工
業
の
勃
興
と
電
力
業
　	

 

432

地
場
産
業
と
近
代
機
械
器
具
工
業
／
時
計
製
造
工
業
の
成
功
／
鉄
道
車
両
工
業
の
生
成
／
自
転
車
生
産
の
開
始
／

綿
織
機
開
発
と
企
業
化
／
製
麺
機
製
造
か
ら
工
作
機
械
製
造
へ
／
電
力
業
の
誕
生

第
五
節
　
農
業
と
地
主
制
　	

 

456

地
主
制
の
進
展
／
農
産
物
商
品
化
の
動
向
／
米
生
産
力
と
県
農
政
機
構
の
変
革
／
「
系
統
的
産
米
品
評
会
」
の
開
催
／

地
主
制
の
地
域
差
と
小
作
経
営
内
容

第
六
節
　
林
業
と
山
村
　	

 

474

近
代
林
政
の
展
開
／
民
間
林
業
の
新
し
い
動
向
／
御
料
林
の
設
定
／
馬
匹
の
生
産
／
山
野
の
資
源
利
用

第
七
節
　
産
業
基
盤
の
整
備
と
商
品
流
通
　	

 

494

日
清
戦
後
の
銀
行
設
立
ブ
ー
ム
／
貯
蓄
銀
行
の
設
立
／
尾
三
農
工
銀
行
の
創
業
／
日
本
銀
行
名
古
屋
支
店
の
開
設
／

名
古
屋
株
式
取
引
所
の
再
興
／
一
九
〇
一
年
の
金
融
恐
慌
と
豊
橋
／
郵
便
事
業
・
貯
金
事
業
の
発
展
／

電
信
・
電
話
事
業
の
展
開
／
外
国
貿
易
の
発
展
／
商
業
会
議
所
の
設
立
／
官
設
鉄
道
の
開
業
／
私
設
鉄
道
の
計
画
／

軌
道
の
増
加
／
コ
ラ
ム
　

岡
崎
市
を
め
ぐ
る
「
鉄
道
忌
避
」
伝
説

第
六
章
　
日
清
・
日
露
両
戦
争
と
県
民
　	

 

529

第
一
節
　
師
団
制
の
成
立
　	

 

530

第
三
師
団
の
創
設
／
一
八
九
〇
年
陸
海
軍
連
合
大
演
習
／
町
村
制
の
施
行
と
徴
兵
事
務
／

徴
兵
慰
労
会
の
設
立
と
活
動
／
日
清
戦
争
直
前
の
状
況

第
二
節
　
日
清
戦
争
　	

 

542

戦
争
の
始
ま
り
／
第
三
師
団
諸
隊
の
動
員
／
平
壌
の
戦
い
か
ら
遼
原
平
野
へ
／
県
民
の
戦
争
支
援
活
動
／

戦
勝
祝
賀
会
と
戦
病
死
者
の
葬
儀
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第
三
節
　
日
清
戦
後
の
社
会
　	

 

560

出
征
部
隊
の
凱
旋
と
戦
病
死
者
／
凱
旋
兵
の
歓
迎
と
慰
労
／
戦
病
死
者
の
慰
霊
と
仏
教
／
仏
教
忠
魂
祠
堂
の
建
立
／

名
古
屋
の
第
一
軍
戦
死
者
記
念
碑
／
豊
橋
の
神
武
天
皇
銅
像
記
念
碑
／
日
清
戦
争
と
小
学
校
生
徒
／

旅
団
の
再
編
成
と
地
域
／
コ
ラ
ム
　

清
国
の
海
城
に
建
立
さ
れ
た
戦
争
記
念
碑

第
四
節
　
日
露
戦
争
　	

 

578

日
露
開
戦
と
戦
場
へ
向
か
う
県
民
／
第
三
師
団
の
動
き
と
そ
の
損
害
／
一
出
征
兵
士
の
日
露
戦
争
／

応
召
軍
人
家
族
の
生
活
救
助
／
軍
事
物
資
の
徴
発
と
献
納
／
尚
武
会
と
愛
国
婦
人
会
／
増
税
と
軍
事
国
債
／

日
露
戦
争
と
学
校
教
育
／
捕
虜
の
収
容
と
県
民
／
戦
争
の
長
期
化
と
地
域
社
会
／
戦
争
の
終
結
と
講
和
反
対
運
動

第
七
章
　
明
治
期
の
宗
教
と
文
化
　	

 

601

第
一
節
　
宗
教
社
会
の
変
化
　	

 

602

近
代
神
社
制
度
の
成
立
／
神
社
と
祭
礼
の
変
容
／
熱
田
社
か
ら
熱
田
神
宮
へ
／
国
民
教
化
政
策
と
仏
教
／

キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
／
宗
教
を
め
ぐ
る
軋
轢
／
県
民
の
多
様
な
信
仰
と
講
組
織
／
日
暹
寺
の
創
建

第
二
節
　
文
化
財
の
保
存
と
公
園
の
整
備
　	

 

624

古
器
旧
物
と
宝
物
の
調
査
／
古
社
寺
の
保
存
／
名
古
屋
城
の
保
存
／
史
跡
と
公
園
／
中
村
公
園
の
誕
生

第
三
節
　
文
化
の
展
開
　	

 

638

在
来
文
化
・
芸
能
の
動
向
／
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